
(別紙様式)

令和３年度 学 校 評 価 シ ー ト 学校名： 新宮高等学校 定時制 学校長名： 東 啓 史

めざす学校像 ・「知・徳・体」を磨き、人間形成を図るとともに、郷土や日本社会・国際社会に貢献しうるととも 「地域から信頼される学校」をめざし、生徒一人一人に寄り添い社会的自 十分に達成した。
育てたい生徒像 に新しい伝統を創造する生徒を育成する学校 立を促し、地域に貢献できる人材の育成に努めることを目標とする。 Ａ （８０％以上）

・学びを大切にし、生徒に向き合う教育を実践する地域に開かれた学校 中期的な 達
目標

Ｂ 概ね達成した。
本年度の重点目標 １基礎学力の向上に向けて、わかる授業の実践を行い、基礎・基本の定着を図る 成 （６０％以上）

(学校の課題に即 ２学業と就業の両立を推進し、望ましい職業観・勤労観の育成を図る Ｃ あまり十分でな
し、精選した上 学校評価の 全職員、学校運営協議会、育友会（PTA）役員・理事等への報告 度 い。（４０％以上）
で、具体的かつ ３生徒一人ひとりの自立心や相互に尊重し合う心を涵養する 結果と改善
明確に記入する） 方策の公表 Ｄ 不十分である。

４学校行事、教育相談等の充実を図り、特色を生かした教育実践を行う の方法 （４０％未満）

（注）１ 重点目標は３～４つ程度設定し、それらに対応した評価項目を設定する。 ２ 番号欄には、重点目標の番号を記入する。 ３ 評価項目に対応した具体的取組と評価指標を設定する。
４ 年度評価は、年度末（３月）に実施した結果を記載する。 ５ 学校関係者評価は、自己評価の結果を踏まえて評価を行う。

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価

重 点 目 標 年 度 評 価 （ 月 日 現在 ） 年 月 日 実施

番号 現状と課題 評価項目 具体的取組 評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善方策 学校関係者からの意見・要望・評価等

就労生徒や小･中学時代の不 生徒の基礎学力の向 学習内容や指導方法について 教材の精選、視聴覚機材等を積極的
登校経験者、他校からの転入 上やわかる授業の実 の工夫や改善 に活用する。
生、高校への再チャレンジの 践に向けて、教材研
生徒等が在籍している。中途 究や指導法の改善等、 研究授業や公開授業の実施 研究授業と公開授業を必ず実施す
退学者数も増える傾向にあ 創意工夫に努めてい る。

１ り、生徒一人ひとりの多様な るか。
ニーズやつまずき等に対応す 授業規律の確立 遅刻・早退、欠席生徒（授業の中抜
る必要がある。学習内容の厳 けを含む）への指導を徹底する。
選や学習指導の方法･形態等、
工夫や改善等が課題である。 補習授業の実施 長期休業中等に遅進者補習を実施す

る。

全国的には景気が上昇傾向に 生徒の就労･学習実態 家庭訪問や三者面談、個人面 1 回以上、家庭訪問（三者面談）、
あるが、本校生徒を取巻く環 を把握し、職場･家庭 談の実施 個人面談を実施する。
境は依然厳しい状況にあり求 ･ハローワーク等との
人はほとんどない。生徒の学 連携を密にし、定時 進路意識向上のためのガイダ 各学期毎にガイダンスや進路講演会
力不足、社会性の欠如、進路 制生徒に適した望ま ンス機能の充実とハローワー を開き、ハローワークとの連携を密

２ 意識の低下等から、卒業後の しい職業観・勤労観 クとの連携の強化 に行い、迅速に情報を生徒に伝える。
進路保障が困難な状態であ を育むための具体的
る。 な取組が展開されて 就業所訪問の実施 就業所を訪問し就労実態の把握に努

いるか。 めく、正規採用に繋がる取組をする。

三修制生徒のためのゼロ限授 ゼロ限授業を実施し単位を修得させ
業の実施 る。

家庭的に恵まれない生徒が少 自分の将来や生き方 人権ＬＨＲ等の充実 各学期毎に人権ＬＨＲを実施し、人
なくない。一人ひとりの繋が について、希望を持 権尊重の精神を養う。
りや集団に対する帰属意識も たせ、精神的･社的な
希薄であるため周囲に流され 自立を促し、集団社 生活体験発表等の実施 発表を通じて学校生活への意欲や自
やすく、他者を思いやり、自 会の一員としてお互 立心を引き出し、自己肯定感を養う。

３ らの行動を正しく選択し意思 いに尊重し、よりよ
決定する機会が少ないのが現 い生活態度を構築し 教室をはじめとする施設・設 体験活動を通じて、環境保全に努め
状である。 ていこうとする態度 備の美化と清掃活動等の実施 る態度を養う。

が養われているか。
ＬＨＲをはじめとする特別活 集団生活や社会生活に必要な社会的
動の充実 資質を育成する。

生徒が学校行事、特別活動等 本校の特色を活かし 春･秋の遠足と保護者･教職員 様々な行事を通じて生徒間、教師･
に費やす時間が少ない。また た行事等への参加を 参加のレクレーションの実施 保護者との親睦を図る
教員が校内で生徒一人ひとり 通じて、生徒一人ひ
に向き合う時間等も制限され とりが満足した高校 SC（ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ）の活用や地 心の相談や不登校･特別支援が必要

４ ている。定時制の特色を活か 生活を送り、生徒が抱 域や関係機関との連携 な生徒へ対応し、関係機関と連携を
し、教育相談等を活用しなが える様々な問題を見逃 深め、問題解決を図る。
ら、一人ひとりを大切にする さないきめ細かな指導
指導を目指す必要がある。 ができているか。


